
事業番号　A-8

事業シート（概要説明書）

事　業　名
市民図書館管理運営事業
(読書活動推進事業含む)

担当部名 教育部

担当課名 図書課

根拠法令 図書館法 事業開始年度

実施方法

■ 直接実施

■ 業務委託（委託先：（株）ドット・コミュニケーションズ　　　　　　　　　　　　 ）

□ 補助金（直接・間接）（補助先　　　　　　　　　　実施主体　　　　　　　　　　）

□ 貸付（貸付先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事
業
概
要

対　　象 図書館利用者及び未利用者

目　　的

・図書館利用者の多様な読書や調査・研究など、生涯学習へのニーズに迅速・
的確に対応できるようにする。
・図書館が地域における生涯学習及び情報提供施設であることを広く市民に知
らせるとともに、図書館に関心を持つ人を増やす。

事業内容
（手法・手段

など）

・市民の生涯学習及び読書支援、生活情報入手の拠点施設として宗像市民図
書館中央館、分館及び分室が、それぞれの施設規模、地域性、役割に応じた資
料を収集し全体としてバランスのよい蔵書構成に努める。
・図書館に対する市民の関心を高め利用者を増やすため、図書館まつりや講演
会などの読書推進事業を行う。
・おはなし会やブックスタートなど図書館事業の一部を関係機関やボランティアと
連携・協力して行う。

コ
ス
ト

平成22年度予算 人件費（千円）

事業費 81,391 千円
概算人件費

（千円）
従事職員数（人）

人件費 39,510 千円 39,510 5.0

総　計 120,901 千円

平成22年度
事業費の内訳

内　　容
金　額
（千円）

図書館窓口業務委託料 37,184

図書運搬委託料 1,825

コミセン図書館業務委託料 266

図書システム保守料・リース料 6,119

ユリックス図書館施設管理負担金 8,880

図書購入費 12,955

その他 14,162



事業番号　A-8

事業費の推移

年　度
総　額
（千円）

財源内訳（千円）

国県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

H22（予算） 81,391 349 81,042

H21 81,041 450 80,591

H20 82,143 452 81,691

H19 86,739 429 86,310

事業の実績
（何をどのくらい実

施したのか）

①自由ヶ丘コミセンでの貸出返却冊数は12,733冊で、前年度比119％だった。新たに赤間コミ
センでの貸出返却業務を開始し、利用冊数は3,506冊あった。
②JR赤間駅に図書返却ポストを設置し、9月から返却図書回収業務を開始した。回収冊数は
5,816冊あった。
③地島への図書物流を開始した。6回行い、624冊の利用があった。
④幼稚園・保育所支援のため「えほんセット」の貸出を開始し、のべ7園が利用した。
⑤25団体を対象にボランティア連絡会を2回開催した。
⑥ボランティアフォローアップ講座を2回開催し、のべ57人が参加した。
⑦ブックスタートボランティアとの協働を開始した。（24回、711組の親子に実施）
⑧インターネットの予約件数は23,462件で、前年度比123％だった。
⑨読書普及事業及び講座を155回実施し、参加者数はのべ4,444人だった。
⑩えほんのへやの読書相談員による乳幼児の読書相談受付件数は1,033件で、前年度比
133％だった。

成果指標

指　標　名 単位 H19 H20 H21

来館者数 人 437,206 453,893 455,861

貸出冊数 冊 672,204 692,158 721,631

成果目標（現状の
成果及び今後どの
ようにしたいのか）

3館1室が緊密な連携を図り、市民が気軽に図書館を利用できる環境整備を行っ
た結果、来館者数、貸出冊数ともに順調に増加している。今後は、高齢化や高度
情報化、国際化の進展など急速に変化する社会に対応した図書館サービスを展
開するとともに、市内外の各種図書館や関係機関と連携した図書館サービス
ネットワークを強化する。また、図書館事業への市民参画を推進するため、ボラ
ンティアと連携・協働して実施する事業を増やす。

事業の必要性
（なぜ必要なのか）

市民が生涯にわたって自主的・自発的に学習活動を行えるよう、図書館機能の
充実と整備を行うために必要な事業である。

自己評価
（現状の課題と今

後の方針）

市民の多様な学習ニーズに対応するため、3館1室をそれぞれの特性を活かした
特色ある図書館として、資料面や機能面での分担を図り整備していく。

特記事項
（事業の沿革等）

・平成14年度までは、宗像ユリックス図書館と中央公民館図書室を（財）宗像市総合公園
管理公社が管理・運営。平成15年4月宗像市と玄海町の合併を機に、宗像市民図書館中
央館、須恵分館、深田分館の3館をオンラインで結び、市が直接、管理・運営を行うように
なった。
・3館の窓口業務を平成15･16年度は公社に委託し、平成17年度からは民間業者に委託。
・平成20年4月未就学児対象の久原分室「えほんのへや」を開室し、3館1分室となる。



市民図書館管理運営事業　添付資料

参考資料：平成22年度福岡県公共図書館等概況

自治体 宗像市 筑紫野市 春日市 大野城市 太宰府市 古賀市 福津市

人口（人） 94,598 100,449 109,426 94,844 69,926 57,659 55,397

面積（K㎡） 119.66 87.78 14.15 26.88 29.58 42.11 52.70

館数 4 1 1 1 1 1 1

蔵書冊数（冊） 270,386 274,214 328,834 218,025 211,346 209,200 167,607

個人貸出冊数（冊） 713,073 773,941 987,849 896,264 588,946 479,573 626,381

職員数（人） 37 23 34 25 20 10 15

運
営
形
態

指定管理者制度の導入 × × × ○ ○ × ×

窓口業務委託 ○ ○ × － － × ○

数値は平成22年3月31日現在。人口のみ平成22年4月1日現在。



市民図書館各館の整備方針について 

                                              

 

 

【新須恵分館】 

・ 高齢者の利用が多い、文学や実用書の

充実を図る。 

・ 英語の絵本を収集し、学習活動の支援を

行う。 

・ 子どもの読書支援のための蔵書の構築を

図る。 

・ 高齢者、障害者の利便性を考慮し、施設

のバリアフリー化を行う。 

○ コミュニティ・センターとの連携 

✻コミュニティ･センターで開催される講座

に合わせた本の展示や紹介。 

✻図書館の利用方法や情報活用能力を

育成するため、大人向け・子ども向けセミ

ナーを開催する。 

【中央館】  

・ あらゆる分野の資料を収集する。 

・ 生涯学習機関として、課題解決のため

の資料を提供する。 

○地域情報の発信 

✻地域情報発信コーナーの整備 

○調べ学習の支援 

✻調べ学習支援コーナーの整備 

【久原分室】 

・ 乳幼児対象の絵本を収集する。 

・ ブックスタートの拠点として整備する。 

【深田分館】 

・ 郷土資料を整備する。 

・ 特に農業・漁業分野の資料を充実する。

○郷土文化学習交流施設との連携 

✻郷土文化学習交流施設の催しに合わせ

て、関連資料の展示等を行う。

新須恵分館

中央館

（宗像ユリックス） 久原分室 
(市民活動交流館)

深田分館
（アクシス玄海）

※ ○は今後整備する機能 

宗像市民図書館 

 

図書の物流 



 

 

宗像市図書館物流ネットワーク図 
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東海大学福岡短期大学 深田分館 市民図書館 

じのしま来ぶらり 

（地島小学校） 

赤間コミセン 

赤間駅返却ポスト 
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大島小･中学校図書室 

市民図書館コーナー 
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